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特殊ノ環境二於ケル健康若年女子ノ

   結核補髄結合反騰二就イチ

中  島  信  一

 （昭和7年8月16日受附）
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策・章序   論

 1901年Borde卜G㎝gou爾氏ニョツテ創始セラレタ補騒結合皮藤ノ原理ハ，直テニW曲1

u．Le S㎝rd，Camus u．P與gni6z，Dombimky，Wassom訂m皿．Bmck，Wei1u．Nakayama，

Mor9㎝roth u．Rab1㎜witsch，Citr㎝．Co㎞等ノ諸學者ニョツテ精核症ノ診断二騰用セラ

レタノデアツタガ，共ノ成績タルヤ各人各様デアツテ，甲諭乙駁全ク麟一スル所テ知ラナイ

有様デアツタ．然ルニigH年Ca1m6tte et Masso1爾氏ガ出デ・適確ナル術式テ考案シ，

更二B鮒edka（1913．1921）ノ「アンチゲン」ノ如ヰ優秀ナルモノガ製表セラル・ヤ，是レガ

動因トナツテ英ノ後幾多ノ業績ガ穫出シ，共ノ「アンチゲン」ノ如キニ重ツテハ，正二千態萬

榛殆ンド英ノ撰揮二迷ハシムルモノガアル．

 現今，結核補髄結合反騰ハ，軍ナル研究的興味ノ範園テ腕シテ，廣ク費地ノ鷹月二供サレ

ントスルノ機運ニアルガ，耐モ夫レガ贋億二至ツテハ，各国ノ學者ニヨリ葉ノ観ル所テ異ニ

シ，例ヘバ彿蘭酉學界二於テハ，多数ノ先験者ノ後ヲ織イデ，本尺旛ノ慣値テ高揚スル學者

カ’多ク，之二反シ獺逸學界ハ頼ル懐疑的ノ態度テ示シ，中ニハ全ク悲観的緒論テナス學者千

少クナイ．他方英米ノ學界二社ツテハー般二慎重ナル研究態度テ以テ爾シデ届ル學者ガ多イ

榛デアル．期タノ如ク，學者ニヨリ葉ノ慣値判定二大ナル相違ノ存スノレ事ハ，畢藍本尺廠ガ

未ダ研究ノ途上二アル事ラ物語ルモノデアツテ，種々ナル方面二向ツチ，幾多未解決ノ間題

ガ残サ1ノテヰルト調フ可キデアル．

 余八本反騰研究ノ第一着手けテ，臨床．ヒ健常ナル若年女子二就イテノ本反騰陽性牽，

レントゲン像トノ到比，「ツベノレクリン」反蟻ト本反騰トノ間ノ相互關係，年齢，血液型トノ

關係ノ有無等テ探リ，更二今後ノ研究二通・切ナルベキ術式拉二「アンチグン」等二聾スル根本

的事項テ確立スルヲ以テ今次ノ實験ノ主ナル目的トシタ．
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第二章 賓 験 材料

1．被険者．被険者タ1レ132人ノ若年女子ハ凡テ本人肇附鵬瞬院勤務ノ看護婦デ，臨床的ニハ結核英ノ他

ノ疾病チ護明シ得ナイモノアアル．

 2．「アンチゲン」．今次ノ實験二於テハ，下1祖ノ畑キ2種ノ「アンチゲン」チ使用シ，英ノ能働カノ優劣

テ比較スルコいシダ．

 a．濃縮上澄液。約1個月培養ノ人型結核菌「グリセリン」肉汁培液チ滅菌「ガーゼ」チ以テ濾過シ，英ノ

憾液テ約10分ノ1量二加熱濃縮シ，更二之テ陶土壁チ通過セシメテ，蔑鉄ノ歯髄チ全ク除去シタモノフア

ル．

 b．人型縞核菌浮游液．三1三理的食鞭水30．O蛭二勤シ0，1瓦ノ菌チ浮游セシメタモノデ，菌ハ「グリセ市y」

肉汁培地二約1個月間繁茂ノモノチ探リ，是チ携瑠乳鉢中ニテ食麗水チ滴下シ乍ラ約30分間摺磨シダ後，

前書目濃度ノ乳剤トナシ，一夜氷室二放置シテ比較的粗ナル菌塊チ沈澱セシメ，英ノ上層液テ80座40分加熱

殺菌シテ使用二供シダ．

 3・補髄．敷匹ノ海損ヨリ採取セル新鮮ナル血清ヂ使用シ・向ホ補髄贋ヂ低下セシムルガ如キ操作ハ凡

テ之テ遊ケタ．

 4．溶血系統．溶血債1000倍以上ノ「ヘモリヂy」i虹ユ浦（抗山羊血球家兎免疫溶血繋血清）テ3単位億二稀

瞬シ，’’之テ以テ4％山羊血球浮游滋チ感作シタモノチ貝テ溶血系統トシタ．

第三車 費験 方 法

 豫備試験

 1．被験血滴八分離液56座30分知熟非働惟トシタ．四二血清ハ可及的澄明ニシテ所謂1ip乱m1畠。11ナヲザ

ルモノナ使用シ，見ツ溶血書色ノナキチ期シダ．掬ホ實験ハ探血後ナルペク早期二行七，2書夜以上解過

ノモノハ使用シナカツタ．

 2．人血清正常溶血素寒冷分離試験．人血清中ノ野山羊血球正常「＾モリヂソ」ノ存在ハ，潜伏乃至初期

結核ノ如キー般二抗髄含有ノ比較的微量ナリト思惟セラルペキ血満二就イテノ補髄緒含試験＝際㌣，時二

不慮ノ障碍トナルコトナヰヤヂ考＾タノプ，余ハ毎濡豫備試験トシテ該「ヘテロリチン」ノ分離操作テ行ツ

タ・師チ豫メ冷却セル被検血清二約10分ノ1量ノ山羊血球ヂ混カロシ，克ク振盤後之テ再ビ氷室中：放置ス

ルコト1時間（30分後1旗振撮）ニシテ血球ヂ遠心分離スレノ㍉該「ヘテロリヂy」チ完全二吸攻除去セシメ

待ル．

 3一補題量測定．カルメツト氏法二於テハ，O・2蛇ノ感作血球液ト混和シテ卵穿竈内30分ニシテ完全溶血テ

超スベキ量少補髄量（15倍稀瞬）チエ単位ト定メ，其ノ2倍ヂ以テ最少使用量トシター

 ワッセルマン氏術式二於テハー般二補題量ノ測定チ行ハズ20倍稀鐸ノ海獲血蒲α5蝿チ以テ直テニ使用

量トシタ．

 4・「アンチゲンj自家抑制度測定，各「アンチゲン」ノ溶血阻止下量ヂ測定シ，英ノ牛星チ貝テ本試験二

於ケル使用量ト定メタ．

 以上八本試験二種ル前ノ必要ナル準備試験ブアルガ，上言巳諸要素ノ僚値判定二際シテハ，毎鴬極メテ嚴

密ナル勤照ヂ併置シタルハ物言緒デ，此ノ煩雑チ城フ時ハ往々不慮ノ大過テ招致スペキヤ明カアアル．
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 本試験H舶ptver則。h．

 補語緒合皮廃1チ實施スルニ鴬リ，「アンチゲン」，稜検血病，舗麗ノ三要素ノ量的關係ヲ・轡動セシムル事

ニヨリ，種々ナル鐘政法チ案出シ得ペキハ勿論アアルガ，余ハ最租7ツ．ヤしエ三氏ノ原法師チ被検血清ノ

遁滅法テ試ミタノフアッタが，本術式習練中巨二，一般二微量ノ抗誰テ検出スル目的二向ツテハ，種々ナ

ル不備ノ熱ナキヤヂ思・・シム〃竜ノガアヅタノプ，之二加ブルニ，従來佛蘭茜鍛汲ノ間二度ク採用セラレ

ツ・アルCa1m砒e－Massolノ術式帥チ補騒増進法ヂ併施シ，以テワ氏法トノ優劣ヂ比較ス1レコド・シダ．

 王氏法二於テハ英ノ原法二従ヒ，5借稀緯ノ被験血清チ借進稀潔シ，英ノ0．5蜻宛二使用量ノ抗原虫二

20倍稀繰ノ禰魑α5蝿チ加へ，食麗水ヂ以テ各管ノ全容テ1．5蛭ナラシメ，之テ艀寵内二放置スル事1時

間ニシテ感作血球液O．5蛭テ追加シ，更二腰竈内二30分塵置シタル後一夜室温二放置シテ成績テ看取スル

コト∴シ久簡ホ・主要管ノ外二5本ノ必要ナル勤照管テ併置シテ瀕察ノ謙謬テ防イダ・

 次二星ルメツし民法二於チハ4本ノ主要管ノ各々二被検血蒲ノ01蛙宛チ容レ，更二「アンづゲン」ノ使

用量テ分注シ，最後畠15傭稀耀ノ補髄2単位チ初管注入量トシ、以下各管毎二〇．1蛭宛増量シ，次二食頭

水ヂ以テ各管ノ全容テ1・3姥トシタ後艀寵内二反騰セシムル事1時間ニテテ取リ出シ，感作血球液O．2蝿宛

追加，更二艀竈内30分ニシテ板リ胸シ，一夜放置シテ成績チ看取シダ．簡赤鉤照管トシテ・㍉血清濁照，

「アンチゲン」鐵照並二溶血勘照ノ3本ヂ併立シダ．

第四車 賓験成績並二者按

 本質験ハ昭和6年4月下旬二行ツタモノデアルガ，被検者タル132人ハ凡テ本大學附麗蟹

院勤務ノ看護婦デアツテ，英ノ申剃On生28名ハ祈護婦養成所本年度入學者，第g回生39名

ハ昨年度人學者，第8回生23名ハ同義蜘折本年度卒業生，第7回生30名ハ昨年度卒業生，残

リ12名ハソレ以前ノ卒業生デ，目下余等’ノ内科勤務ノモノデアル．

 荷オ上言巳被楡者ハ凡テ未婚ノ若年女手ナルタメ，7．z主．とエ三氏徽毒反糠ハ之チ併施セ

ズ，且ツ採血常時窒扶斯，「マラリヤ」等ノ急性熱性疾患ライ∫スルモノハ1名モナカツタモノ

テアル．

 諸＝種實験威絞ハ下二見ル如ク総括シテ之テ掲載シ（第一一第5表），共ノ紬日二開シテハ，

以下順テ道フチ地テ叙述考案スルコトスル．

         第 1表  第10回生 一（看護嫉養成所第1學年生徒）

               補搬総合反騰陽性者

年 ア・チ1．千ル川蝉 ワッセルマシ氏法
・姓名

齢  一Qン 撃h ・1 P1口い・ ・吋可6一

ツベルク」
Pン皮内1反 臆1

血液型 レ線所児
5

菌液 十十

一 一 一 十 一 ・一 1一
岸・ト 19 丹 A

肺門腺腫脹冊十

」二澄 十 ， ■ i 一 一 ． ’ 氣管枝周圃炎十
11－1

十一 ∴一菌液 冊 一 料 ＿；

二・き 17 i
什 A

肺門腺腫脹冊

上澄 十 ・一

一 一1 一
，  ， ■

@＝
一i 一1…y帥Cb1eiert

．一

一        』一

÷に 1慶．春1  I
菌液 十 ■ 1 ’ 一 ， 一

17 什 A遭
肺門腺腫脹十

⊥澄 ・ 一 一
一＝

 ＝一   1 一

石灰沈着
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補誰結合反騰陰憧者

姓名 年 「ヅペ」 血液
レ線」所見 姓名

年 「ヅペ」 血液
齢 皮内反膿 型 齢 皮内反態 型 レ線所見

瑳・は 16
■ O 肺門腺腫脹十 柴・信 16

一 A 正常
石・滴 18 仲 瑠A 石灰沈着 館・花 18

一 A 肺門腺腫脹十

業・キ 18 什 A 正常 中・ヅ 17
一

遍 石灰沈着

上・ノ 18 B 肺門腺腫脹十 成・シ 19
口 O 肺門腺腫脹十

一 石灰沈着

火・君 17 什 B 肺門腺腫脹十十
C管枝周圃炎十

西・ゆ 17 甘 AB 肺門腺腫脹十

金・玉 18 什 A 肺門腺腫脹什 西■ぜ 18 什 A 正鵠
上・ト 17 什 O 正歯 橘・み 18

一 A 肺内腺腫脹十

和・ヌ 18 十 B 肺門腺腫脹十 橋・年 18 什 0 正溝
北・コ 16

一 A 肺門腺腫脹十
浸潤

本・み 18
・ 0 肺門腺腫脹十

米・略 16 什
：B

正常 樫・美 20 十 0 正緒
齊・チ 18 什 O 気管枝周園炎什 樫・滴 17 什 A 肺門腺腫脹十

佐・セ 18
一 O 肺門腺腫脹什

氣管枝周園炎十
松・フ 『 19 村 0 正常

眞・五 18 什 丑 肺門腺腫脹十

第2表  第9回生（看護婦養成所第2學年生徒）

結核補髄結合反騰陽性者

年 アンチ1れメツ1蛾ワヅセ〃・蝋 ヅベルク

姓名 ケン I lII III IV    ； ・1・・・…
リy皮内 血液型 レ線所見

齢 反  臆

菌液 十 ・ ｝ ・ 十 一 ■ ｝
柵 0

肺門腺腫脹什
今・チ 18

上澄 一 ・ 一 一 一 一 ・ ＾
嵐管枝周回炎甘

薗液 十 ＾ 口 ‘ 一 一 一 ．
カロ・や 十十 0

肺門腺腫脹十
18

上澄 一 ・ 一 ■ 一 一 一 一
石灰挑着

薗液 十 一 ■ 一 ． 一 一 一

御噴 朴 0
肺門腺腫脹十

20
上澄 十 ・ 一 ■ ・ ■ 一 ＾

気管枝周回炎十

菌液 料 十 ■ 口 甘 ・ 一 一
竹・光 18 十 0 石灰沈着

上澄 一 ・ 一 ■ 一 一 ■ 一

菌液 什 ・ ■ 一 丹 一 一 ・
鳥・花 什 嘔

初期饗北群
17

上澄 十 ・ 一 ■ 一 一 一 ・
肋膜癒着
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姓名
年 「ヅペ」

㌻一舳 姓名
年 「ツペ」 血液

餓 皮内反際 齢 皮内反膿 型 レ線所見

薪・き 1？ 什 0 肺門腺腫脹糾 高・ゆ 19 十 O 肺門腺腫睡十

有・す 18 料 A 正常 囲・俊 18
一 A 嵐管枝周園炎壮

上・梅 18 ± A 正歯 谷・吾 18
一 A 気管枝周園炎十

岡・と 18
■ 0 正常 谷・ソ 19 什 A 肺門脇緩脹什

太・あ 24
一 AB 肺門腺腫膿十 手・す二 18

一 AB 気管枝周国炎十

太・竹 18 ± A 同   上十 中・君 18 土 0 筑管枝周園炎什

川・正 19 什 A 同  上十 永・ヨ 18 甘 B 熱管枝周回炎十

北・外 19 十 AB 正常 野・キ 18 榊 ＾B 肺門腺腫膿十

藏・愛 18 一
壇 魚篭枝周園炎十 長・ユ 19

一
A1ヨ 肺門腺腫脹十

石灰沈着

越・二 18 什 A 正1常 花・葵 17 冊 O 肺門腺腫脹壮

島・圏 18 十 A 正常 松・き 19 榊 巫 石灰沈着
気管枝周園炎十

鯉・ふ 19 ± ＾鴉 帥門腺腫脹十 樫・維 19 一 O 石灰沸着

蒲・菊 18 什 O 同   上 十 水・菊 18 一 B 肺門腺腫脹十

自・芳 18 士 AE 正常 商・美 19 十 巫 正常
敏・士 18 拙 A 正常 森・と 18 什 A 正騎
未・そ 20 甘 AB 肺門腺腫脹十 吉・労 20 一 B 帥門腺腫脹甘

葛・操 18 榊 0 同   上州 着・浦 18 十 A 腕門腺腫膿汁

第3表 第8回生（看護婦養成灰本年度率業生）

補誰結合反騰陽性者

年 アyチ カルメツ1氏法ワッ切w氏港㌧ベルク
姓名

鮒 ゲy 1・川中
，ル皮内 血液黎 レ線所見

I II III 40反 贈
野惰i、、  t

薗液 十 一・ ｝ ・ ・ ｝ ・ 、
甘 B

上澄
肺門腺腫脹十十

士 一 ｝ ・ 十 一 一 、

薗液 十十 十 一 一 十 ＿に 一
松・つ 18 十 0 腕門腺腫脹什

上澄 什 一ユ   一 ⊥

一 一 一
■ ，■                                ■

一一

一   L   」

一1
薗液十 ■ 、 一 十 一 一 一

吉・す20 十 A 石灰沈着

上澄一 一 一 一 □ ・ ・ 一
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補髄総合皮鷹陰性者

姓名

稻・あ

芳・・よ

今・久

今・登

打・蕃

柏・fこ

加・そ

菊・チ

米・初

澤・み

語1

19

19

19

18

18

19

21

20

18

20

rヅペ」：

皮内反騰」

井

井

井

十

惜

甘

十

血液

型

A

B

A

A

A

AB

A

0

0
把

レ線所見  姓名

肺門脇醒脹 十  未・と

氣管棲周園炎十  狙・ナ：

ξ1鰍灘十得・花

肺門腺腫脹 十  中・蒲

正鵠     藤・と

正常     船・外

圧舘    牧・ト

肺門腺腫脹 十、 松・と

正衛    村・民

気管枝周園炎十  山・ユ

「ヅペ」

皮内反騰

什

什

糾

甘

十

十

代

十

血液

型

A

O

A
A凋

A

B

A

A

A

A

レ纏所見

氣管枝周園炎十
ve晒。h1eier一

肺門腺腫脹 十

姉門腺腫脹 ’ト

石灰沈着

肺門腺腫一張 十

氣管枝周回炎十

正常

圧糟

正常
石灰沈着

肺門腺腫脹十
石灰沈着

第4表 第 7回生． （祈畿締養成所昨年凌卒業生）

補髄結合皮廠陽性者
’！年1アノチ

カルメツト氏法 ワッセルマン氏法 ツペルグ

姓名 」一〇」＿u＿…一
・1・・1

■

齢iゲン
Q．．，

IIIlIV ・・1・㌣．・。
リン皮内 血液型 レ線所見

5 反 慮

歯液 什 一 一 一 什 一 一 一
秋・松 20 料 O

一 ＿一・
石灰沈着

上澄 十 一 一 ■
■  1■一      ■一一        I     一一

入．ニエ1、。j搬
十 一 一 I 土 一 一 ■

什 A
石灰沈着

i1上澄 二に 一 一 一 ■ 一 一 肋膜癒着
’L  一  一           一ユー           一    一   一 ■                   …皿

十1＿1蘭液1冊 一
十十

一 ・ 一
久・芳 20 什 A鴉 石灰沈着

上澄i甘 ，

一 一 一
■止I   ■   ■

一 ■
｡＾』           」皿一…」［一一   一   一 ⊥                 一皿

@i
一 一 」     」 皿 1     ⊥             I 一 ■  ■ ■    ■    一     ■

菌液 十 一1一 一 十 一 一 一
松・み 19 什 AB

 一，   ， ‘ 一

肺門腺腫脹十
上澄 ■ I 一

■皿     ■ 一

一
1   一  一  一   一  一一   ■ … 」 一         一 ■

一    一」                     ■                         1          ‘

搬1 十十 一1■ 一j 一． I 一 ■
横・圭 20 什 B 正館

上澄1 一 ■■一 一 一
一■     一 ■

■

菌液 糾 十 i 一 什 十 ■ 一
盤・か 23 冊 O 魚篭枝周園炎什

上澄 料 一 一 一 什 ± 一 一
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姓名」

粟・小

磯・窟1

稻・満．

岡・み1

橘・そ1

大・静

鹿・み，

金・愛

河・喜

隼1
齢1

21

19

20

20

19

20

19

21

22

土・良120

北・房一19

久・す1120

「リベ」

皮内、反腰

十

十十

耕

一十

代

十十

±

十

糾

糾

±

血液

型

A
r）

・j

A

0

瑠

O

O

O

O

O

A

レ繰所見

魚管枝周園炎十

王精
肺門腺腫脹 十
石灰沈着

肺門腺腫脹 十

王 常

石灰沈着

正 常

石灰沈着

石灰沈着

肺門腺腫脹 十

姉門腺腫脹 十
雫管枝周園炎十

王 常

姓名

小・私

小・外

千・花

惣・て

．竹・花

 中・は

1野。花

：畑・コ

1廣．、

藤・は

 村・富

 山・千

年1rヅペ」1
齢皮内臓1

十

料

壮

什

糾

±

十十

柵

血液
型！

逼

把

A

O

B

O

B

O

A
A1B

B

O

レ線所見

肺門腺腰脹 十
窺管枝周園炎十

王楕
石灰沈着

肺門腺腫脹十

正常
肋膜肥厚

気管枝周園炎十

姉門腺腫．腹 十

姉門腺腫脹 十
石灰沈着

正常

正常
肺門腺腫脹 什

第5表鴬教室看護婦（第7回生以前ノ毛ノ）

    補題緒合反騰陽性者

年 アンチ カルメヅト氏法 ワッセルマン氏法 ツペルク

姓名 」                   ＿ 」   一一一 川一 一  ■■ ■川

∴㍗ 一中 判・。．
リン皮内 血液型 レ線所見

齢 ゲン I IV 反  臆
1  0 ■  一      一 1 u

一  …  」 一  ■  I

．一．一一一＿一

E
一1二・す一45

薗液 料 十 一

■一1－1一   ！  1

什 O
一1．一1一．． 正常

＿1．． 上澄j ■ ・ 一 ■ ■
一  山 」  … 」L ■
菌液 什1＋1一 一

什’
一 一 一

吉・ひ 29 十 O 肺門腺腫脹十
上澄 十．一 ■ ■ 一 一 ■

一
＿＿一＿一＿＿一

黶Q．一一＿ 一 一一一 L二L菌液 什 一 一 一
十」

，
中偵 P241上澄 片 A

肺門脇睡脹什
i

， 一 一 一 一 一 1 一
石灰流著

11菌液 什 十 ?  1  一 什 一 ■ 一 肺門脇蝿脹十
近噛1211上澄 ＃ B

 一@『?       ，

初期鐘化群
十 i  一 ロ

@コ
一 i 気管枝周園炎十

l       l
山            一   止」 u⊥  一一

菌液H朴  ■ 冊
i

211 十 ‘ 冊 十 一 一
小・つ 十  ■ A 肺門脇鰹脹斗

上澄1料 ± 什≡
一 一 一

i ．

i
… 十冊＿1＿ 一1一一菌液 i 料 一

di肝us

波・み 21 洲 AI… Ver昌Chlei町t

上澄1 十卜 一 口1 十 一 ， ＾
氣管枝用園炎十十
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補鐙結合皮確陰憧者

姓名
年齢 「ツペ」

逑熹ｽ贈

血剛型1
し・ ?褐ｩ 姓名

年齢 「ツベ」

逑熹ｽ膿

血液

^ レ線所見

水・久

aEそ

ﾍ’三一

22

Q1

Q3

仲仕榊 OAO 肺門脇揮脹什
C管枝周園炎十
o門腺腫脹什
抽ﾇ枝周園炎十

ﾎ灰沈着

繍1。。

凵E千 20

ｴ． _21

料拙仲 把AA
I1肺門鰯脹十

鉛x門腺腫脹十

 （1）．爾「アンチグンJノ比較

 全菌誰浮泌液ニコル陽性者ハ23人（〃．4％），濃縮上澄液ニコル陽煙者ハi2人（9．1％）デア

ル，倫ネ爾「アンチゲン」共二陽憧二出現シダそ…ノ・間ニモ上掲各表二見ル如キ相違ガアリ，

濃縮上澄液二於テハニ管以上場憧ノモノハ1例モナイ．

 濃縮上澄液ト栴スルノハ已述ノ如ク，筒ホ菌髄ノ幾分テ合ム堵液ヂ蒸護血中ニテ約10分ノ

1量二加熱濃縮シ，是ヂ陶土壁ラ通ジテ濾過シタモノデ，奮「ツベルクリン」トハ捕々共ノ趣

テ異ニスルガ，歯髄テ金ク含有シナイ瓢二關シテハ同様デアル．

 結核禰饅結合反騰研究ノ初期ニアッテハ，殆ンド大部分蕾「ツベルクリン」テ「アンチゲ

ン」トシテ行ハレタモノデ（C㎜us u－Pagnioz，Wassema㎜u．Bruck，Morgenmth u．

Rab言mwitsdl，Citr㎝，Wo冊・一正isner，CauH舳等），更二進シデ結核患者ノ診断ニモ膝

用セラレテ居リ，側ヘバSlat1maou，DanidoPo1u，Ro11y，Davidovics等ハ働性血清テ用フ

ル時ハ該患者二於テ陽性ノ反旛テ呈シ得ルト謂ツテヰル．

 然シー般二，奮「ツベルクリン」テ以テシテノ補騒縞合反騰ハ頼ル不確實デ且ツ蟹動性ガ大

キク，結核患者血清ト反騰スル率モ茜ダ紗少ノモノ・篠デ，一9H年目二Ca㎞etto et Masso1

爾氏ニヨリ，精製セル「ツベルクリン」ノ試験管内能働カハ遊グ劣弱ナモノデアル事ガ述ベ

ラレテヰル．期タノ知ク「ツベルクリン」ガ「アンチゲン」トシテ不適當ナル理由ハ，ソレガ

特殊並二非特殊物質ノ混合物ナル事デアツテ，非特異性ノ肉汁蛋白及ビ英ノ分解産物ハ所謂

PS㎝d0㎜t五9㎝6トシテ作用シ，叉鶴「ツベルクリン」チ側テ虜置セラレタ患者デハ，夫二対

スル抗誰テ形成スルガ敬二，補誰結合皮確實施二當リ，往々員ノ結核抗騒ト誤認セラレ易イ

不便ガアル．Joh帆Szabokyノ如キモコツホ氏蕾rツベルクリン」テrアンチゲン」トシテ使

用シ，「ツベルクリン」ヲ以テ前慶置テ施セル血清二於デノミ陽性反膝テ星シタト語ツテヰル

ノハ這般ノ事情テ物識ルモノト書ヘヤウ．叉蕾「ツベルクリン」中ノ「グリセリン」友ピ盤類

ハ，緒棲血清トノ特殊反確二対シテ，時二大ナル障碍テ與ヘル事ガアルト謂ハレ，更二叉

Fuk・h・閉ノ研究二体レハ，「ツベルクリン」中ノ非特殊成分ハ，非繍核性疾患タル腸壁扶

斯，遡鎖状球菌症等ノ血清トモ補誰ヲ結合シ待ルモノデアルト謂7．

 近年L㎝g and Seibort爾氏ニョリ，特有ノrツベルクリン」作用テ布スル水可溶性，非凝

固性蛋白ガ製出セラレ，更二P三㎜e正ガ該蛋白質ノ冤疫學的性状ラ研索シ，試験管理ニアッ

テハ患者血清ト縞合スルノ能カテ有シナイ事テ雌メテヰル，是等ノ事ヨリ考察スル時ハ，特
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殊「ツベルクリン」作用テ獲榔スベキ物質ト，患者血清ト相寄ツチ補髄テ結合スベキアンチ

ゲン」性物質トハ，化學的二典ノ榊吠テ異ニシタ」モノデアリ，且ツ相互二分離シ得ルモノデ

アル事ガ推知サレル．

 諏ツチ余ノ今次ノ威綾ヲ観ルニ，濃縮上澄液二釣スル陽性血清ノ大部分ハ菌鎧浮游液二対

シテモ陽性反騰テ星シテ居リ，此ノ鮎目リ考フルモ，該rアンチダン」二勤スル陽性反騰ハ非

特殊性ノモノニ非ズドナスノ理由ガ係スルト語ヒ得ベク，更二從來諸家ノ報告二徴スルニ，

「ツベルクリン」ノ能働カハ頼ル劣弱ナモノデアルニ拘ラズ，余ノ實験二於テハ，臨床的二健

康ナル人ノ血清二対シテスラ比較的多タノ率二於テ弱度乍ラ陽性ノ反膝ヲI呈シテヰノレ．之等

ノ事ヨリ接ズル時ハ，余ノ使用セシ濃縮上澄液ノ「アンチゲン」性物質ハ，特殊「ツベルクリ

ン」憧物質中二求メ得可キモノデハナク，恐ラク堵液ノ加熱濃縮二際シ，該堵液中二残存セ

          ’シ菌鎧中ヨリ浸出移行シタモノト考フル方ガ安當デアロウ．

 次二全歯髄VoIlba・111㎝ヲ「アンチグン」トシテ實験ゼルモノニMi11・r，L朴d，Ro9・・s，

Par1se，punch，Wi11iams u．Mce，Flei曲er u，Ives，Iones，Zwoig u．G町s㎝，Fraser，

Caulfe舳等ノ名テ撃ゲ得ルカ，ソノ報告タルヤ金ク囲々幻レモノガアリ，或ル者ハ最良ノ

「アンチグン」トシテ賞揚スル二反シ，他ノ學者ハ金ク便用ノ慣値ナキモノトシテ之テ群シテ

ヰル．期タノ如ク學者ニョリ英ノ成績ノ不同ナル原因ノー半ハ，用ヒラレタル術式ノー定シ

居ラザル事ト，他方叉菌株ノ相違，從ツチ葉ノ毒性ノ相違二基因スルそ…ノド考ヘラ1ノル．

Rogersハ毒カノ強大ナル生菌乳剤テ皿テ最良ノ「アンチグン」トシテヰル．余八種々ナル試

験ノ繍果，生菌ヨリモ熱殺菌二於テ英ノ「アンチゲン」性並二進抗原性ノ優レルモノアルヲ認

メ得タノデ，今次ノ實験二於テハ凡テ80度40分加熱ノ菌「エムルチオン」テ使用シダ．

 繍果ハ上掲各表二見ル如ク，少クトモ濃縮上澄液二比スレバ英ノ「アンチゲン」性ハ遥二高

イド謂ヒ得ル．

 荷ホ巳述ノ如ク，全菌誰浮漉液テ以チノ陽性率ハ132人中23人17．4％デアルガ，之テ從來

ノ健常者乃至非結核忠清二対スル陽憧率例ヘバMiHer氏rアンチゲン」（全菌鎧食盤水浮游

液）テ皿ナセルM丘H鉗 ノO％、Meyer／0％，L2nge／9タ6，Pritch町d u．Roderick／

16名，W劃tkins and Boynt㎝ノ4．2％等二比スレバ遥二島牽デアルガ，余ノ今次ノ被微音

ハ，箪二臨床上健康ト見倣サレタモノデアツテ，X糠像ノ如キ精細ナル調査ニヨリ疑ハジキ

病竈叉ハ已往ノ結核感染ラ物語ルベキ所見テ有スルモノ・比較的多キ事ハ上掲成績表二見ル

如クデ，且ツ被稔者ノ職業的見地力ラスルモ，日常結核患者二接鰯スルノ機曾多ク，從ツチ

結核菌二曝露サル・危険率ノ多キモノニアッテハ，自ラ他ノー般健康人ト英ノ越キナ異ニ

シ，結核補髄結合反騰ノ出現度ガ比較的高率ナル事モ敢テ不思議トスル二足ラヌデアロウ．

 最後二，前記両種ノ「アンチダン」ノ優劣テ比較シタル結果ヨリシテ，穣々ナル「アンチグ

ン」中ノ反腔物質ハ，少クトモ精核菌毒素二求メ待ルモノデハナク，恐ラク或ル種ノ菌誰成

分叉八種々ナル菌鐙成分ノ混合物中二存スルモノデアル事ガ略々推憶デキルデアロウ．

 （2）．雨術式ノ比較
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 余ノ今次ノ成績デハ，ワッビルマン氏法二於テ17人128％，〃㌧メット氏法二於テ23人

17．物ノ陽性率テ示シ，更二面衡式共二陽性二出現シタモノ・間ニモ前掲各表二見ル如キ差

異ガアリ，カ民法ノ優秀ナル事ガ察セラレル．

 期タノ如キ爾術式間ノ差異ノ市ツチ來タル〃側ヲ按ズルニ，抑々旦氏法二於ケル被稔血滑

量ハ，促進稀緯二体ル結果トシテ比較的僕微デアリ，從ツチ夫二含有サル・抗髄量モ勢ヒ懐

少ナルテ冤レス，潜在結核ノ如ヰー般二抗鱗量ノ少ナイモノニアッテハ，假令共ノ枕髄ガー一

度「アンチグン」ト相寄ツチ補髄テ紬合シ得タトスルモ，英ノ絡会カガー・般二薄弱ナル場合ニ

ハ，後二來ル河キ強カナル溶血系統ニョッテー旦結合シタル補誰チ奪取セラレテ，當然陽性

反騰テ呈スベキ血清二陰性ノ結果ヲL棚來スルガ如キ場合ナキテ保シ離イ．更ニブ氏法二於ケ

ル使用補騒量ハ稿々モスレバ多キニ炎シ，若シ被検血清中ノ抗餓量ガ不充分ニシテ，「アン

                             、チゲン」ト合シテ補誰テ結合スル能力ガ英ノ補髄慣以下ナル場合ニハ，過剰ノ神髄ハ後來ノ

第二次系統二誘引セラレテ，溶血テ超スベキハ當然想到シ褐ル所デアロウ・

 然ルニカ氏法二於テハ，補駿増進法テ用7ル結果トシテ，郁髄過剰二因スル観察上ノ誤謬

ハ之テ教ヒ得ベク，且ツ各管二於ケル被検血清ハ比較嵩勺多量デアルタメ㍉補髄ノ結合モ比

較的安定デアツテ，後來ノ溶血系統ニョツテ補騒ガ剥奪サル・ガ如キ憂ハナイト考ヘラレル・

 上述ノ如ク，緒棲血清診醐二対スル旦民法八種々ナル不備ノ熱チ有スノレガ敬二現今一般二

採用スル人ガ少ナク，結核ノ如キ抗原抗騒間ノ結合ガ比較的不安定ナリトサル・モノニ於テ

ハ，勢ヒ疋民法ノ如キ精密ナル術式二擦ルヲ良策ト信ズル・

 （3）．レントグン像トノ対比

 前掲實験蔵績表中ノX線所見ハ，教室二於クール大津學士ノ實験記録中ヨリ韓載ノ便テ得

タモノデ，戴二同氏ノ好意テ鳴謝スル次第デアル．

 結核補髄結合皮鷹ノ結果トレ線所見トヲ対比考察スル事ハ，核反磨ノ特殊畦ヲ決定スル上

二於テ，絡叉病竈ノ廣猟新蕾ト本尺漉ノ強サトノ關係等テ知ル上二産ダ意義深ヰ事ト恩ハレ

’レ．

 結果ハ表二見ル如ク，補誰結合反騰陽性者ノ大部分二於テ，多少二關ラズ肺所見テ布シテ

属リ，初期鐘化群，肺門淋巴腺腫脹，浸潤，石文沈着，氣管枝周園炎性陰弱等ノ蟹化テ撃ゲ

得ル．肺所見ノ正常ナルモノデ補髄結合反膝ノ陽性二出現シタモノハ2例二通ギナイ．然シ

是等ノ被検者ト難モrツベルクリン」反騰ハ明カニ陽性二出現シテ居ルモノデアル事ハ調7進

モナイ．狗ホ補誰結合皮鷹陰性者二於デモ肺所見デイゴスルモノガ比較的多藪二見出サル・

ガ，之等ハ已二合ク治癒ノ撚態二入ツチ，英ノ冤疫髄ガ最早消退シタモノカ，或ハツノ病変

ガ極メテ初期ノモノデ，冤疫髄ガ未ダ血中二出現スルニ重ラナイモノト解スベ手デアロウ．

 玖二肺所見ノ大小ト本尺廠ノ強弱トノ關係二就イテハ，今次ノ被検者ノ性質上著明ナル病

竈ラ有スルモノガナイノデ，多クテ青7裏ガ州來ナイガ，抗鰐形成ノ多寡二対シテ八種々複

雑ナル要約ガ働クモノ・様デアリ，軍二病寵ノ廣狭ノ如キ単一ナル條件テ以テシテハ説明シ

難イモノガアル様デアルガ，此ノ鮎二關シテハ何レ箏ヂ改メテ報告スル所アルベ手ヲ期シテ
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ヰル．

 （4）．「ツベルクリン」皮内反騰ト結核補駿結合皮腔トノ闘係・

結核感染二勤スルrツベルクリン」反廠ノ特殊性二開シテハ，今日筒オ議論ノ饒地ガアル濃

デアルガ，而モKkmmcr，Bail，Wilhelm u．阯edrich，Ad1er等ノ如ク其；ノ特殊性ヲ曜

僑スル學者モ少ナクナク，一般臨床家ニアッテ八本反騰ノ陽性出現テ以テ，結核感染二鋤

スル最モ簡便ナル識擦トシテヰル様デアル．殊二M㎝d・1二体ツチ創始セラレ，M舳。・x

・t R・ux爾氏ニヨツテ改良セラレタ皮内反磨ノ如キバ，多タノ學者ニヨツテ賞揚セラレ，

M肌tOuXハ，本尺嬢ハ凡テパツベルクリン」局所反騰中最モ確實デアツテ，本反騰陰性ナ

レバ確賢二結核感染テ除外シ得ルトナシ，陽性ノ場合ニハ其ノ髄内二結核菌ノ存在テ護明ス

ルモノナリドシテヰル．

 健康人二於ケル「ツベルクリン」反確二闘シテノ業績ハ東西ヲ通ジテ甚ダ多敬二上リ，一々

攻撃スルノ煩二堪エナイガ，英ノ23ノモノテ引用スレパ，M㎝siガ3000人二就イテノ調査

二段レハ34．q％陽性ナリシト調ヒ，我国二於デモ，井上ガ小學児童二開シテ24・8％ノ陽個確

ヲ報告シ，有馬，菊地，松川ノ諸氏ハ同様小學児童テ調査シテ42，O％ノ陽性率ラ赤シテ層

リ，且ツ本尺確陽性者ノ約年数ハレントゲン検査ニヨリ已二結核感染ノ存在スル事テ誼明シ

得ルモノデアルト謂7．

 「ツベ〃クリン」反騰八年齢ノ加ハルリξコ陽性二韓化スル事ハ當黙考へ得ラル・財デアツ

テ，上田氏ハ海兵656名二就寺調査シ，第1回皮内反鷹並ニピルケー氏反騰共二陰性ナリシ

モノ189名中1年半乃至2年3箇月後ノ第2回皮内反廠ニテ騎雌二轄化セシモノ38・O％ナリ

シト言ヒ，貴島，舷松両氏ガ205名ノ看護婦二就ヰ，2000倍蛮rツベルクリン」O．1耗テ用ヒ

テ皮内反旗橡査テ施行シダ所二体レハ，新入當時ノ陽性者ハ33．3％乃至45．1％デアツタガ，

半年後ニハ56．9乃至58．5％，1年後二68．9劣，2年後ニハ75．0％，3年後ニハ88・3％ノ陽性

率二累進…シタト言圏7．

 余ノ場合二於テハ，5000倍稀緯ノ奮「ツベルクリン」。0，1姥チ用ヒ，陽性度判定ハ護赤ノ直

径1．O糎以下テートシ，1．0ヨリL5糎迄テ±，ユ．5ヨリ3．O糎迄テ十，3．Oヨリ6．O糎迄テ十十，

6．0極；以」ヒテ州トシタ．

 成績ハ第6表二見ル如ク，學年並二年齢ノ進ムト共＝ニソノ陽性率モ漸進的二高マッテヰ

第6表  年齢並二學年ニコル「ツベルクリン」皮内反藤陽性率

第 工O 回 生

第 g 回 生

第 8 回 生

第 7 回 生

j籍7回以鳶百ノモノ

28人中 18名 64・2％

39人中 29名 74・3％

23人中 18名 78・2％

30人中 24名 80・O％

12人中 12名100・O％

ユ8歳  42人中 30名 71，4％

19歳  26人中 19名 73・O％

20歳  27人中 24名 88．8％

21歳  n人中 10名 909％

ル．愉ホ之等ノ鮎二關スル多藪試験例二就イテノ精細ナル観察ハ，条等ノ教室二於クル當該
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賛験者ガ近キ將來二於テ報告セラル・デアロウカラ裁ニバ賛述チ省略スルコト・スル．

 1欠二結核補髄結合皮鷹ト「ツベルクリン」反鷹トノ間ノ關係テ見ルニ，補髄結合皮臆陽性者

ニシテ「ツベルクリン」反鷹陰性ノモノハ1例モナイノハ寧口當然ノ事デアロウガ，英ノ他ノ

馳二就イテハ両者ノ間二一律ノ闘係ヂ見出シ難イ様デ，例ヘバ「ツベルクリン」反騰ガ微弱デ

アルニ拘ラズ補騒結合皮確ガ比較的彊度二陽性ノモノガァリ，反射二「ツベルクリン」反騰強

陽性ノモノ・デ補騒結合反膝ガ全ク陰憧ノモノモアル．

新タノ如キバ師チ冤疫鵠産生度ト「ツベルクリン，ア1ノルギー」トノ間二何等平行性ナキ事

ヲ物語ルモノデ’アツテ，同様ノ事費ハ多タノ學者ニヨッテモ認メラ1ノテ層リ，例ヘバCour－

m㎝d lPau1，鴻上氏等ハ多藪ノ實駿例二就キ，ピルクー氏反騰ト棚誰結合皮旛トハ必スシ毛

其ノ成績ガー致セスト調7．Hekma㎜ハ被橡血清テ働性ノ儘1使用スルノ法ヲ探ル時ハ，結

核補誰結合反膝トrツベルクリン」反騰トハ略片一致スル成績ヂ示スト遊ベテヰル．

 （5）．年齢並二環境ト結核補騒結合反騰トノ闘係

 結核感染革ガ年齢ト共二増加スル事ハ「ツベルクリン」反騰二体ツテモ之テ知ル事洲昧ル

カ，同様ノ事費ハ緒棲補髄結合皮鷹テ識穣トシテモ認メ得ラルベヰデ，余ノ今次ノ戒綾二徴

スルモ，第7表二見ル如ク，英ノ陽性率八年齢ト共二増加ノ傾向テ示シテヰル、

第7表  年齢並二學年ニコル結核補鰻縮合皮癬陽性率

第 10回 生

第 g 回 生

第 8 回 生

第  7 匝1．生

魚；71画工班盲町ノ毛ノ

28人中 3名 1α7％

39人中 5名 12・8％

23人中 3名 13・O％

30人中 6名 2α0％

12人中 6名 5αO％

18歳  42人中 4名  9・5％

19歳  26人中 3名 11石％

20歳  27人中 6名 2Z2％

21歳  11人中 3名 272％

 更二之テ學年別三観ルモ，第7表二示ス如ク，上級ニナルニ從ツテソノ陽性率ガ大トナツ

テヰル．荷ホ第7回生即チ咋年度卒業生二至ツチ俄然其＝ノ陽性率ガ激増シテヰル事費ハ些力

注目スベキデ，之筆ノ看護婦ハ養成所二於ケル課程ヲ終了後，今日迄約1箇年間附属警防ノ

外來乃至病棟二於テ，英ノエ日ノ大半テ勤務セルモノデ，養成所時代ノ生活二比スレバ，日

常結核患者二接鰯スルノ機曾ガ遥二歩ク，從ツラ前記陽個捧ノ激増トハ営然ノ因果關係テ布

スルモノト見倣シテ課リカナイデアロウ．殊二余等ノ内科早於テ，長年月二夏リ勤務セル］2

名ノ看護婦二社テハ，ソノ孚数二於テ陽性ノ成績テ示シテヰルノハ，同様ノ意味二於テ寧日

當然ノ事ト謂ヘル．

 期タノ如ク，結核補髄結合皮確モ「ツベルクリン」反騰同様，年齢ト共二葉ノ陽性率ガ増加

シ，殊二其ノ環境二於ケル結核患者ノ有無ガ，直テニ核反騰陽性率二大ナル影響テ及ホシ得

ルモノ・如ク，健康人ノ核反騰陽個蔀チ論ズルニ猪ツテモ，被検者ノ職業乃至環境ヲ無視ス

ル能バナル事テ教ヘルモノデアロウ．

（6）．結核補誰総合皮悠ト血液型
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 近時緒極症ト髄質トノ開係チ血清學的方面ヨリ研究セントスル學者ガ多ク，殊二人血液

同種血球凝集素ト結核髄質トノ爾係チ研索シダ葉綾ガ多数二報告セラレテヰル．例ヘバ，

Ka1Iabis氏ハA型ハ結核二感染スルノ傾向ガ強ク，O型ハ共ノ傾向弱ギガ如シト述べ，

Swider u．Kon爾氏ハA型ハ紺核二洲シ感受惚ヲ，正；型ハ抵抗カテ布スルガ如ク，殊二悪

性結核ハA型二歩イド郡シテヰル．叉Alperin氏ハII型ハ締核素質テ布シ，IV型ハ之二

反シ，更二I，IV雨型ノ思考ハ歴々喀血スルチ．見ル｝謂フ．本邦二於デモ佳友氏ハ肺結核患

者ハB型ノモノ最モ多ク，A型ガ最少デアツテ，他方O及ビAB型デハ健康者ノ藪ト比例

スルト論ジテヰル．熱ルニEmst，小川，佐藤氏等ノ如ク，結核髄質ト血液型トノ間ニハ何

等ノ鰯係テ毛見出シ得ナイト橋スル學者モ少ナクナイ．条等ノ教室二於デモ，市田氏（金澤

馨學曾報告）ガ多藪ノ結核患者二就イチ調査シ，結核症ト血液型トノ間ニハー走ノ關係ヲ見

出・シ難イトノ結論二達シテヰル．

 余ノ今次ノ例二就イチ見ルニ，第8表二示ス如ク，補鎧結合皮鷹陽性者並二陰性者二於ク

第   8   表

繍核補騒笛含反膿陰性者 結核補髄縞含反騰陽性者

109人中 23人中

0型  34人  31・1％ 0型  g人  39・1％

A型  40人  3σ6％ A型  6人  26増％

lB型  22人  2α1％ B型  4人  17．3％

AB型  13人  11．9％ AR型  4人  17－3％

ル冬型ノ比率テ対比スル時ハ，陽性新二於テハA型ガ少ナク，O型及ピA巫型ガ梢々多イ結

果テ示シテ足リ，從來ノ諸家ノ報告ト何等一致シダ騒ヲ’褒見シ得ナイ．勿論斯ル少数ノ例テ

皿テ，シカモ臨床上所見ノ少イ被楡者二就イチ，期タノ如ヰ問題二決定的ノ解答テ輿ヘント

スル事ハ甚ダ困難デアツテ，本間題二開シテハ，更二歩藪ノ結核患者二就イチ調査シタル結

果ヂ以テ再ビ論述スル所アラン事テ期シテヰル．

第五章結   論

 1．本研究ハ，看護婦生徒並二看護婦ノ如キ特殊ノ職業並二環境テ布スル外見健康ナル若

年女手二就キ，ソレ等ノ學年乃至年齢ト結核補鎧結合皮確出現率トノ相互關係ヲ調企スルチ

以テ主ナル目的トシタモノデァル．

 2．余ノ今次ノ被検者タル若年看護婦ノ結核補艘結合皮鷹ハ，年齢ト共二共ノ陽性率テ増

加シ，且ツ英ノ環境二於ケル締核患者ノイ子舞ハ，核反騰陽性率二対シテ大ナル影響テ布シテ

ヰル．

 3．余ノ被検者二於ケル結核舖鎧統合皮確陽性者ノ殆ンド凡テハレントグン検査ニヨリ結

核感染テ講明シ得ルモノデアル．
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4．「ツベルクリン」皮1内反膝ト結核補鎧縮合反騰トノ間ニハ平行性テ認メ得ナイ．

5．血液型ト結核補髄絡合反騰閉現トノ間ニハー定ノ開係テ見出シ難イ．

6．全菌餓浮游液ノ「アンチゲン」性ハ，結核菌「グリセリン」肉汁増養液ノ濃縮上澄液ノ夫

ヨリモ大デアル．

7．「ツベルクリン」物質ノ「アンチグンニ性ハ遊ダ僅微デアルカ，叉ハ金ク之テ鉄如スルモ

ノデアル．

8．結核補駿結合皮腔術式二於ケルカル」メット氏法ハワッセルマン氏法二優ツテヰル．

欄筆二窟リ終始御懇篤ナル御指導並二本稿ノ御狡闘チ賜リタル鳳師大里教授二深甚ノ謝意チ棒ゲ，衛赤

i／yトゲン所見ノ書目載二關シ多大ノ便宜ヂ典ヘヲレシ数室大津學士ノ勢テ鴫謝ス．
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